
令和 5年度 文京区障害者地域自立支援協議会 

第 2回 就労支援専門部会 要点記録 

 

日 時    令和 5年 11月 30日(木)14：00～1６：00 

場 所    文京区シビックセンター 障害者会館会議室 A・B会議室・zoom（ハイブリット） 

出席者   志村健一 協議会副会長・瀬川聖美 部会長・藤枝洋介 委員・阿部優美 委員 

小野寺肇 委員・小泉洋平 委員・中瀬茂由 委員・天野亨 委員・渋谷尚希 区委員 

小谷野恵美 区委員 

（zoom参加）有村秀一 委員・鶴田 秀昭 委員 

（ゲスト委員）藤岡毅氏・松下功一氏・倉光洋平氏 

欠席者     市川 礼雄 副部会長・山口 裕紀子 委員・池田直矢 委員・渡部光明 委員 

阿部 光実 委員・平井芙美 委員・小林美千代 委員 

 

<会議次第> 

 1 開会  

2 議事 

(1) 第 20回共生のための文京地域支援フォーラム 

【資料第 2－1号～第 2―４号】 

 

(2) 超短時間雇用の事例提供 

【資料 3号】 

 

     （3）意見交換 

 

 ３ 閉会 

 

<配布資料> 

・文京区障害者地域自立支援協議会 就労支援専門部会名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第１号】 

・共生のための文京地域支援フォーラム設立趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2－1号】 

・共生のための文京地域支援フォーラム 活動履歴 第１回～第１９回・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2－2号】 

・企画アイディアたたき台・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2－3号】 

・共生のための文京地域支援フォーラム・障害者マッチング応援フェスタ チラシ・・・・・・【資料第 2―4号】 

・茗荷谷クラブの中間的就労の取り組み～ひきこもりから社会への一歩・・・・・・・・・・・・・【資料第 3号】 

 



【開会】 

・部会長より「ゲスト委員も出席しているので」とのことで、出席委員の自己紹介。 

・事務局より、当日資料の確認及び、欠席者の報告。 

 

【議事】 

（１） 第２０回共生のための文京地域支援フォーラムについて 

【資料 2-1号～2-2号】 

・藤岡氏及び松下氏より説明。 

・区内にGHと就労支援事業所の建設の際、周辺住民より反対運動が起こる。その際、時間をかけて理解・ 

啓発の為、文京区と連携して設立した委員会である。 

・「就労」、「働く」というキーワードで、一般就労、A型や B型等での就労、「身近な区内で仕事を行ってい 

る姿、行おうとしている姿」を知ってもらうイメージ。 

・偉い人の講義ではなく、「当事者の方が働いている動画上映」や「当事者の方に登壇にて話をしてもらう」 

等、リアルな感じの企画が良いか。 

・実行委員に参加している団体については、就労系の事業所がほとんどいない。 

・就労支援専門部会の皆さんの、現場での知恵や情報にて、アイディアで考えて頂ければ良い。 

・事前の打合せにて、「ハートフル工房とセッションできれば」とのアイディアもあり、日程についても、「ハー

トフル工房」開催の火曜日とし、令和６年１１月１９日（火）シルバーホールにて開催する予定である。 

    （事務局より） 

・今回の部会で出た意見を元に、「たたき台」を作る。第３回目の部会でも検討していく。 

（各委員より質問等） 

  ・東洋大学の学生の報告会の際は、学生は何人関わられたか？ 

 →フォーラムに関わった学生は１５～16 名である。第１回～１９回までで、会場に集まった学生は 100 名～

200名である。 

 

   【資料２‐３号～2-４号】 

・事務局より説明。 

・１１月１９日（火）の会場については、午前も午後も予約出来ている。 

（各委員より質問等） 

  ・案３について、会場は１か所のみになるが大丈夫であるか？ 

 →会場が取れれば、他の場所も使用を検討したい。 

  ・身体障害者の方について、もれているような錯覚になる。当事者委員もいるので、協力してもらっても良い。 

視覚障害者の方の話もどこかに入れてもらい、目を向けてもらっても良い。 

・市で行う「ふれあい福祉フェスタ」にて、事業所が商品を販売していたり、マッサージコーナーがあり行列 

が出来ていた。そのフェスタのイメージに似ている気がしている。 

・企業の方、当事者の方が登壇し、企業側や教員が聞くセミナーは開催されている。企業については、地域 



の飲食店の方に来て頂けると身近になるか。 

・フォーラムについては、学校としては、平日の開催は参加が難しいと思われる。また、支援学校の学生を見 

せるのが良いかどうかも含めて検討していければ良い。 

・知的障害者と精神障害者の方々についての内容になるか。発達障害は精神に入るのか。 

→詳細はまだであるが、バランス良く対象になるようにしていきたい。 

・発達障害の方は身近になっている。対象を広げすぎるとまとまりがなくなるが、難病、高次脳機能障害等、

身近に感じられ、「もしかすると自分もなるかもしれない」という意識も持って頂くと良い。 

・案３は素敵な取組みである。講演については、まだイメージがつかない。総論は良いが詳細について、どの 

ような形になるのが良いか、具体的なイメージが見えていない。 

・区でも、重度の障害がある方の就労については課題であると考えており、今年度より、重度障害や視覚障

害がある方が就労する際の通勤や職場等において支援を行うためのサービスである、重度障害者等就

労支援事業を開始した。 

・合理的配慮について、取り出された内容になっている。福祉機器展みたいな感じで、合理的配慮について 

具体的な部品、機器の実演や販売もあると良い。 

・合理的配慮で上手くいったケース事例の報告、福祉事業所というものを前面に出さない企画もありか。 

・障害者になった人は、すぐに働きたい人か、少し様子を見て動きたいのか、企業が「こういう人材がいる」 

という発見になるか。イベントの前にアンケートを取って、「どのような人が」、「どのような会社が」来てい 

るかが分かっていると良い。 

・会社にも理解してもらい、「心のバリアフリー教室」を開催している。社員に障害の理解を深めることの目 

的である（動画の共有）。 

・車いすの方が、ゴミを拾うことについて、車いすより、しゃがんで行う姿勢については、かなりしんどい感じ 

である。体験してみて分かることである。知的障害者の社員と一緒に「ボッチャ」を行ったこともある。 

・地域フォーラムについては、文京区内の区民の方に理解、啓発して頂く趣旨になる。障害がある方で「働 

こう」と思っている方の情報提供であったり、一般企業の中で仕事仲間として迎え入れてもらっているとい 

う情報提供にもなる。一般区民、障害者、雇用先などが対象になってくると思われ、一旦整理する必要が 

ある。 

・身体障害者を対象にしている日本橋の「OriHime」について等、最先端の事を紹介していくか。 

・時期や会場の関係もあり、就労支援センターの講演会と被らないような内容での「講演」、障害者の人の 

登壇してもらい発表してもらう内容。 

・商店街連合の協力については、まだお話はしていない状況である。ただ、超短時間雇用については、興味 

を持って頂いている。商店街の人が来てくれると良い。 

➡各委員から様々なご意見が出てきたこともあり、事務局にて整理してまとめ、次回の部会までに企画案 

を作成する。 

 

（２） 超短時間雇用の事例提供 

【資料３】 

      ・資料について、倉光氏より説明。 

      ・引きこもりについては、精神の方が多い状況である。男性が８割、女性が２割ほどである。 



      ・中間的就労については、短時間雇用であり、社会とのつながりを作る。模索する場でもある。 

      ・ご本人が望む形で生活していく。 

 

（３） 意見交換 

      ・金額設定について。有償ボランティアとはいくらぐらいで受けるのか？、支援スタッフも含まれるのか？ 

      →有償ボランティアについては、2時間 1,500円であり、その団体から支払ってもらうことになる。 

        支援スタッフは含まれていない。茗荷谷クラブは、「居場所」とし、月謝を頂いていることもあり、そこの対

応になっている。 

      ・茗荷谷クラブにいる利用者の中で、ゲームやアニメ、漫画が好きな人はどれくらいいるか？ 

→ほとんどの人が好きであると思う。年代によっては、「戦国時代」などになる 

      ・サブカルチャーに関しては、趣味を突き抜けてプロフェッショナルのように絵が上手な方もいる。 

      ・１日１５分のアルバイトについてはどのようになっているのか？ 

      →まだ調整中ではある。15 分 150 円として頂いている。アルバイトでは難しく、実習中という扱いである。

労働の専門家にも相談していく。仕事としては、カフェのオープン準備、椅子の準備、コーヒーの食器準

備などを行う。その方がやりたいことを行えるように柔軟に対応していく状況である。 

      ・B型事業所の受給者証がおりないのではないか、との話もあったが、都や文京区に確認すると、ケースに 

もよるが、「発行できるのではないか」との話にもなっている。 

      ・障害福祉で考えると、「制度がこうなっているから、こうだ」ということではなく、動きながら柔軟に対応して 

いけると良いと思う。 

      ・地域支援フォーラムについては、区民の方々に知って頂きたい。 

 

（４） その他 

      ・事務局より 

      ・ソーシャルファームについて、晴結株式会社は現在手続き中で忙しいこともあり、年明け１月になったら相

談を再開していく予定である。不動産屋さんについては、進めるのは困難な状況にある。 

・別の話しではあるが、個人で経営しているギャラリーについてもお話があり、年明け１月ぐらいからお話を

する予定になっている。 

【閉会】 

 


